
 2018 年度武蔵野市、近隣地域の諸団体との連携事業  

 

１．武蔵野市との連携事業 

事業名 内容 提携先 

成蹊アカデミア 武蔵野市との間に締結した包括連携協定にもとづき、成蹊大学における教育研究成果の社

会への提供、地域住民に対する生涯学習への寄与及び社会人に対する知識修得への寄与を

目的として、2016年度より「成蹊アカデミア」（履修証明プログラム）を開講しています。

詳細は下記 URL より。 

https://www.seikei.ac.jp/university/campuslife/seikei-academia.html 

武蔵野市総合政策部 

企画調整課 

武蔵野地域自由大学 武蔵野市と武蔵野地域の 5大学（日本獣医生命科学大学・成蹊大学・亜細亜大学・東京女

子大学・武蔵野大学）が連携して継続的な生涯学習の機会を提供する仮想大学「武蔵野地

域自由大学」に参加し、各種講座を提供しています。 

2018年度は、以下の講座を開講しました。（本学教員担当講座のみ） 

・寄付講座 

 「まちづくりと芸術文化政策」 

 日比野啓教授（文学部）が担当しました。 

・五大学共同教養講座 

 「『源氏物語』の人間世界」 

 木谷眞理子教授（文学部）、土居奈生子講師（大学）、吉田幹生教授（文学部）、 

森雄一教授（文学部）が担当しました。 

・五大学共同講演会 

 「民事裁判の過程」  

西田美昭教授（法科大学院）が担当しました。 

・大学公開講座 

前期：「中国」 

宮脇俊文教授（経済学部）、光田剛教授（法学部）が担当しました。 

後期：「知のフロンティア」 

武蔵野市教育部 

生涯学習スポーツ課 

https://www.seikei.ac.jp/university/campuslife/seikei-academia.html
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事業名 内容 提携先 

挾本佳代教授（経済学部）、三田奈穂助教（法学部）、細井敦子名誉教授が担当しました。 

武蔵野市ごみゼロデー市内三駅周辺清

掃 

武蔵野市主催の「ごみゼロデー市内三駅周辺清掃」に、学生、教職員など約 50 名が参加

しました。 

実施日：6月 3日 

武蔵野市環境部 

ごみ総合対策課 

「デート DV 出前講座」 文学部の竹内敬子教授が担当する教養カリキュラム「人権とジェンダー」にて、「デート

DV 出前講座」が開催されました。 

実施日：6月 11 日 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

東京オリパラプロジェクトルーマニア

交流事業 

6 月 19日に実施した学生スタッフ説明会・懇親会で、本事業リーダーの竹内敬子教授（文

学部）より 2018年度の活動内容等について説明があり、活動をスタートさせました。 

武蔵野市市民部 

交流事業課 

「ブラインドサッカー体験会」 

「みかづき子ども食堂＠成蹊大学」 

研究ブランディング事業の一環として、本学にて「ブラインドサッカー体験会」および「み

かづき子ども食堂＠成蹊大学」が実施されました。 

実施日：6月 19 日 

武蔵野市 

土曜学校「成蹊大学ロボット教室」 武蔵野市在住・在学の小学生を対象に、大学の研究室でロボット技術に触れ、大学生と一

緒にロボット製作を体験できる「成蹊大学ロボット教室」が開催されました。 

① 6 月 23日「ロボットのお話を聞いてロボット博士になろう！」受講者 18 名 

② 6 月 30日「ロボットを作ろう」 受講者 22名 

③ 7 月 7 日「ロボットで遊ぼう」 受講者 22名 

会場：本学理工学部 

講師：理工学部 小方博之教授、植山祐樹講師 

研究室紹介：理工学部 関根務教授、中野有紀子教授 

武蔵野市教育部 

生涯学習スポーツ課 

武蔵野地域連携セミナー 本学教養カリキュラムの「武蔵野市地域連携セミナー」では、 

前期：ルーマニア語入門 

後期：吉祥寺ツアープログラム開発 

を実施しました。 

前期はストイカ・アドリアナ・エレナ講師のもと、ルーマニア語を学ぶことを通して長い

歴史のあるルーマニアを多面的に学び、後期は伊藤克容教授（経済学部）の指導のもと、

武蔵野市 

市民部交流事業課 

総合政策部企画調整課 
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事業名 内容 提携先 

2020年の東京オリンピック・パラリンピックで来日する観光客に向けて、武蔵野市の文化

や歴史の魅力を伝えるためのツアープログラムを開発し、成果を発表しました。 

発表日：12月 18日（後期） 

文学部コミュニティ演習 文学部の伊藤昌亮教授の指導のもと、現代社会学科の学生による「表現を通じた共生―武

蔵野アール・ブリュットに向けて」と題するコミュニティ演習の成果報告会が行われまし

た。 

発表日：7月 21 日 

武蔵野市健康福祉部 

障害者福祉課 

（※）コミュニティ演習は、地域社会との結びつきを継続的に強化していくことを目的と

した文学部現代社会学科の演習科目です。 

武蔵野市との包括的連携協定に基づく取り組みの一環として展開されています。 

 

武蔵野市寄付講座「まちづくりと芸術

文化政策」 

芸術文化政策がコミュニティとそこで営まれる日々の生活をどのように豊かにするか／

するべきか、という問いについて、各分野で文化芸術推進政策の実践・理論構築を担って

きた方々にゲストスピーカーとして講義していただく講座が開講されました。 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

 

夏休みジュニア水球 武蔵野生涯学習振興事業団主催の特別プログラム「夏休みジュニア水球」で、本学体育会

水泳部の学生が子供たちに水球を教えました。 

実施日：7月 31 日～8 月 2日 

（公財）武蔵野生涯学習振

興事業団 

「日本武蔵野センター」研修生との交

流プロジェクト 

ルーマニア・ブラショフ市にある「日本武蔵野センター」の研修生が来日し、様々なアク

ティビティを通して本学学生と交流を深めました。 

実施日：7月 22 日・8 月 2日 

武蔵野市市民部 

交流事業課 

夏休み親子講座「親子 deサイエンス」 

（小学校高学年向け講座） 

武蔵野市在住または在学の小学 4年生から 6年生の児童を対象に、親子で参加できる体験

型実験講座「親子 deサイエンス」が開催されました。 

テーマ：化学でものをつくってみよう！電池や色のひみつを知ろう 

実施日：8月 19 日 

会場：本学理工学部 

講師：理工学部 里川重夫教授、戸谷希一郎教授 

参加者：親子 77組 

武蔵野市教育部 

生涯学習スポーツ課 
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事業名 内容 提携先 

Sports for All 水球 オリンピック・パラリンピックイベントとして、「Sports for All 水球」が武蔵野温水

プールで開催され、本学の体育会水泳部が協力しました。当日は水球日本代表チームの選

手が来場し、デモンストレーションや参加者とのアクアゲーム（簡易版水球）を披露し、

盛況のうちに終了しました。 

実施日：10月 8 日 参加者 141名（アクアゲーム） 

武蔵野市 

武蔵野市教育委員会 

（公財）武蔵野生涯学習振

興事業団 

（公財）日本水泳連盟水球

委員会 

研究ブランディング事業シンポジウム

「地域共生社会への道すじ」 

様々な観点から地域共生社会の実現を考えるシンポジウムを本学にて実施しました。 

実施日：10月 14日 

武蔵野市 

ラグビーオーストラリア代表チーム OB

来訪 

ラグビーオーストラリア代表チーム「ワラビーズ」の OB 選手が来訪し、学生ボランティ

アの通訳のもと本学および成蹊小学校ラグビー部がレッスンを受けました。 

実施日：10月 27日 

武蔵野市総合政策部 

企画調整課 

むさしのサイエンスフェスタ 身近な科学実験を通じて子どもたちの理科への関心や意欲を向上させることを目的とし

た「むさしのサイエンスフェスタ」に、理工学部の鈴木誠一教授、岡本秀輔教授、鳥毛明

教授および本学ボランティア本部 Uni.が参加しました。 

実施日：11月 3 日 

来場者数：1,587人（入場者数 1,378 人、出展者数 209 人） 

武蔵野市教育部 

生涯学習スポーツ課 

むさしの環境フェスタ 市民・事業者・行政の協力のもと、子どもから大人まで楽しみながら広く環境について理

解を深めることを目的とした本イベントに、本学サステナビリティ教育研究センターが出

展しました。 

実施日：11月 11日 

武蔵野市環境部 

環境政策課 

Sports for All ～サッカー・ラグビー・

ボッチャ～ 

武蔵野市内の小学生を対象とした「Sports for All ～サッカー・ラグビー・ボッチャ」

が本学けやきグラウンドにて開催され、サッカー部・ラグビー部・ボランティアサークル

オリンピズムが協力しました。 

実施日：11月 24日 

武蔵野市青年会議所 

武蔵野市 

武蔵野市教育委員会 

東京武蔵野シティ FC 

ケアリンピック武蔵野 2018 中野由紀子教授（理工学部）が事例発表を出展、渡邉大輔准教授（文学部）が審査委員と

して参加しました。 

武蔵野市健康福祉部 

高齢者支援課 
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事業名 内容 提携先 

実施日：12月 1 日 

「知ってみルーマニア第 2 弾～ルーマ

ニア魅力発見～」 

武蔵野市主催の本イベントで、文学部の竹内敬子教授と学生スタッフが本学ルーマニア交

流プロジェクトの活動内容について発表を行いました。 

また、武蔵野市がルーマニアに開設している「日本武蔵野センター」の活動報告の場で、

9 月にブラショフ市を訪問した文化交流市民団・本学ルーマニア交流プロジェクトの学生

スタッフによる報告が行われました。 

実施日：12月 7 日 

武蔵野市民部 

交流事業課 

食生活アンケート 武蔵野市による本学学生を対象とした食生活アンケートが実施されました。 

実施日：12月 11日・12月 12 日 

武蔵野市健康福祉部 

健康課 

廃材アートイベント「アップサイクル」 武蔵野クリーンセンターで開催される廃材を使ったモノづくりイベント「アップサイク

ル」について、使用する蘇材の収集場所として本学が協力しました。 

武蔵野市環境部 

クリーンセンター 

Sports for All ルーマニア・パラ 武蔵野市主催の本イベントで、本学のルーマニア交流プロジェクトが「パネル展示＆ルー

マニアパズルゲームのブースを出展し、これまでの活動を写真と共に紹介しました。 

実施日：1月 20 日 

武蔵野市市民部 

交流事業課 

「雪の結晶を作って撮影してみよう」 理工学部の宮下敦教授が、本学の気象観測所の紹介と、雪の結晶の作製実験、スマホ・タ

ブレットを使用した撮影方法について講演しました。 

実施日：2月 2日 

武蔵野市教育委員会 

生物観察会「むさしの鳥・蝶（ちょう・

ちょう）しらべ～冬の鳥を観察しよう

～」 

身の回りにいる身近な鳥を、専門家と共に観察する生物観察会が本学キャンパス内にて実

施されました。 

実施日：2月 16 日 

武蔵野市環境部 

環境政策課 

 

２．近隣地域の諸団体との連携事業 
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事業名 内容 提携先 

吉祥寺プロジェクト 『武蔵野市の福祉作業施設における作業改善』 

理工学部の篠田心治教授のもと、書類などの封入・お菓子の箱詰め作業の効率化や正確

性の向上について、学生考案の治具を使った封入方法、作業を行う人の特性・性格に着

目した作業分配等、環境改善を提案しました。 

武蔵野福祉作業所 

 

（※）「吉祥寺プロジェクト」は本学理工学部システムデザイン学科と武蔵野市、地域

コミュニティによる、吉祥寺を舞台にした共同研究プロジェクト型授業です。 

地域が抱える問題について、理工学部ならではの工学的手法に基づき、学生自らのフィ

ールドワークによりデータを収集、解析し、解決策を提案します。 

 

プロジェクト型授業 『発信する武蔵野地域文化～アニメと吉祥寺』 

文学部の飯塚邦彦講師の指導のもと、学生が行政関係者やアニメ製作会社に直接インタ

ビューし武蔵野市とアニメ産業の具体的な関係を探っていくことにより、アニメ文化の

現状との今後の武蔵野市のアニメ文化のあり方について分析・提言しました。 

武蔵野市市民部市民活動

推進課 

武蔵野市市民部生活経済

課 

株式会社タツノコプロ 

『アトレ吉祥寺プロジェクト』 

経済学部の小田宏信教授の指導のもと、学生がジャガイモの収穫から商品企画・調理・

加工を行い、商品（ケーキ）を吉祥寺駅フェスタで販売することで地域活性化策につい

て検討・体験しました。 

株式会社アトレ 

株式会社ネクストローカ

ル 

『歌舞伎ワークショップ』 

文学部の日比野啓教授が開講している「Japanese Culture Studies」に前進座の劇団員

を招聘し、外国人向けの歌舞伎の体験イベント「歌舞伎ワークショップ」を開催しまし

た。 

実施日：10月 26日 受講者 20 名 

武蔵野市観光機構 

『地域振興の実践』 

経済学部の井出多加子教授の指導のもと、「時代は地域で勝負～吉祥寺の冬の魅力をア

ップするには～」をテーマに、武蔵野市内の NPO 法人と連携し、現地調査を実施しなが

NPO法人市民まちづくり会

議・むさしの 



7 

ら吉祥寺の冬の魅力をアップする既存プロジェクトの課題洗い出しと改善の検討を行

いました。 

（※）「プロジェクト型授業」は提携する企業や地域・行政から協力を要請された課題

に対して、学生が調査・分析・企画立案などを行う実践型の授業です。 

 

文学部メディア・リテラシー演習 文学部開講科目「メディア・リテラシー演習」では見城武秀教授の指導のもと、株式会

社「エフエムむさしの」（前期）・むさしのみたか市民テレビ局株式会社（後期）の協力

を得て番組を制作しました。 

番組は本学で上映されたほか、J:COM武蔵野三鷹・むさしのＦМでも放送されました。 

 

前期テーマ：『視覚障害者の日常』 

   番組①「目では見えない街の姿―鈴木さんと歩く吉祥寺」（録音 

   番組②「目で見る色と見ない色―色がつなぐ二つの世界」（録音） 

   番組③「視覚障害者支援と人間工学」（生放送） 

 

後期テーマ：『吉祥寺と文化』 

   番組①「映画館が吉祥寺を面白くする」 

   番組②「吉祥寺にねこ 

   番組③「吉祥寺と音楽～吉祥寺音楽祭を支える人々～」 

NPO 法人むさしのみたか市

民テレビ局 

株式会社「エフエムむさし

の」 

（※）「メディア・リテラシー演習」は武蔵野・三鷹における地域情報発信団体（NPO法

人「むさしのみたか市民テレビ局」、株式会社「エフエムむさしの」）との協力で行う文学

部現代社会学科の実践型科目です。 

「映像作品」、「ラジオ番組」を制作し、完成した作品を地元CATV局、地元コミュニテ

ィ FM局を通じて実際に地域へと発信していきます。 

 

Culture & Arts in Musashino:       

Seikei University Student Reviews 

文学部開講科目「Musashino Culture Study」では、ラルフ・ジェイムズ・バーナビ

ー准教授の指導のもと武蔵野の文化やアートイベントを英語で紹介したレビュー・

プレスリリースを作成し、武蔵野市観光機構のホームページに掲載されました。 

武蔵野市観光機構 

武蔵野地域研究 高田昭彦名誉教授の指導のもと、武蔵野市役所や市民団体の方々から地域の問題へ 武蔵野市市民部市民活動
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の取り組みの現状について講義を受け、実際にその活動に参加することで生きた知

識を身につけることを目的とした講義が実施されました。 

推進課 

武蔵野市市民社会福祉協

議会 

子育てひろば・みずきっこ 

武蔵野すこやか 

テンミリオンハウス・ふら

っときたまち 

武蔵野プレイス生涯学習

支援係 

緑ボランティア団体 生

きものばんざいクラブ 

大野田福祉の会 

みかづき子ども食堂 

武蔵野の森を育てる会 

けやきコミュニティ協議

会 

3 者間連携協定 継続的な協力体制のもと、地域課題解決のための学びの場をつくり、地域活性化につな

げる活動を行っていくことをねらいとして、アトレ吉祥寺店および株式会社ネクストロ

ーカルと 3者間連携協定を締結しました。 

株式会社アトレ吉祥寺店 

株式会社ネクストローカ

ル 

武蔵野市立第一小学校防災訓練 学生ボランティアが参加し、防災イベントのサポートを行いました。 

実施日：6月 9日 

武蔵野第一小学校 

地域防災ネットワーク 

見学ツアー「成蹊大学に行ってみよ

う！！」 

近隣の大野田福祉の会に向けて本学見学会を実施しました。 

実施日：6月 25 日 

大野田地域福祉活動推進

協議会（大野田福祉の会） 

留学生向けプログラム「日本の商業ア

ニメ 100 年史」 

武蔵野市にスタジオを構えるタツノコプロのアニメを使った体験教育講座を本学にて

実施しました。 

実施日：7月 3日 

武蔵野市観光機構 

株式会社タツノコプロ 

吉祥寺ふれあい夏祭り 「吉祥寺ふれあい夏祭り」に学生ボランティア団体 Uni.が模擬店を出店したほか、音楽団体が 吉祥寺公園通り商店会 
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演奏を披露しました。また、イベント運営・警備補助に学生、職員が協力しました。 

参加団体：学生ボランティア本部 Uni.、コンパルサウンズジャズオーケストラ 

実施日：7月 26 日、27日 

吉祥寺大正通り商店会 

吉祥寺ハニカムプロジェクト 養蜂活動により自然と共生する街づくり・環境保全への意識を高めつつ、地域のつながりを促

進することを目的とした「ハニカムプロジェクト」に、本学が賛同者として参加を表明しまし

た。 

これに関連して、1 月に都市養蜂家の金子裕輝氏による講演会を開催し、プロジェクト開始の

いきさつや趣旨が紹介されました。 

株式会社アトレ 

株式会社ネクストローカ

ル 

Balance 

吉祥寺秋祭り 「吉祥寺秋祭り」に参加し、成蹊大学正門前の休憩所で参加者に応対を行いました。 

実施日：9月 11 日 

五日市街道親交会 

むさしの国際交流まつり 外国人市民と共生する文化、豊かなまちづくりを目指して開催される「むさしの国際交

流まつり」に、学生ボランティアが参加しました。 

実施日：11月 3 日 

武蔵野市国際交流協会

（MIA） 

見学ツアー「成蹊大学に行ってみよ

う！！」 

近隣の四小地区福祉の会に向けて本学見学会を実施しました。 

実施日：11月 6 日 

四小地区地域福祉活動推

進協議会（四小地区福祉の

会） 

吉祥寺公園通り緑化計画 吉祥寺公園通りに設置されたフラワーポットの水やりや清掃活動に、学生ボランティア

や職員が参加しました。 

実施日：5月 16 日、11月 7 日 

吉祥寺公園通り商店会 

第 10 回、第 11 回 TAMACOM 

 

三鷹産業プラザを会場として第 10回、第 11回 TAMACOM が行われました。このイベント

は三鷹 IT 事業者協会・武蔵野 ICT 研究会の主催、成蹊大学の共催として開催され、各

回ともに盛況な会となりました。 

第 11 回では小田宏信教授（経済学部）ゼミナールの学生がプレゼンテーションを行い、

いずれの回も日本人学生・留学生がボランティアとして参加しました。 

実施日：7月 5日（第 10回）、11月 29日（第 11回） 

三鷹 IT事業者協会 

武蔵野 ICT研究会 

アトレ吉祥寺店の売上解析プロジェク

ト 

井上智夫教授（経済学部）のゼミでは、小川隆申教授（理工学部）との協働のもと、3

者間協定によって提供されたアトレ吉祥寺店の売上データを解析し、売り上げを伸ばす

株式会社アトレ 

株式会社ネクストローカ
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ためのアイディアを発表しました。 

発表日：12月 13日（アトレ吉祥寺店にて） 

ル 

地域映像アーカイブ協定 映像アーカイブの整備と利用促進を目的とする「地域映像アーカイブ協定」を、吉祥寺

今昔写真館委員会と締結しました。 

吉祥寺今昔写真館委員会 

公開シンポジウム「地図と写真から見

る吉祥寺の移り変わり」 

小田宏信教授（経済学部）と見城武秀教授（文学部）が地図と写真と通して見る吉祥寺

の変化について講演を行いました。 

実施日：3月 16 日 

吉祥寺今昔写真館委員会 

東京武蔵野シティフットボールクラブ

（FC）ホームゲーム応援ツアー 

「成蹊ボランティアまつり 2016」実行委員会有志により、武蔵野市をホームタウンと

する日本フットボールリーグ（JFL)加盟チームの東京武蔵野シティフットボールクラブ

（FC)の応援プロジェクトを発足させ、ホームゲーム応援ツアーを実施しています。 

NPO法人武蔵野スポーツク

ラブ 
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３．武蔵野市並びに近隣地域の委員会、審議会等への参加 

事業名 内容 提携先 

武蔵野市第 6期長期計画策定委員会 文学部の渡邉大輔准教授が副委員長として参加しています。 武蔵野市総合政策部 

企画調整課 

武蔵野市個人情報保護審議会 個人情報を保護しその公正な運用を図るため、市長の諮問に応じ審議を行う審議会に法

学部の浅羽隆史教授が委員として参加しています。 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

武蔵野市固定資産評価審査委員会 地方税法に基づき、固定資産課税台帳に登録された価格に対する納税者の不服を、公正・

中立な立場で審査決定するための委員会に経済学部の井出多加子教授が委員として参

加しています。 

武蔵野市固定資産評価審

査委員会事務局 

(市民部市民活動推進課内) 

武蔵野市市民活動推進委員会 「武蔵野市市民活動促進基本計画」の進捗管理、市と市民活動団体等との連携及び協働を

図ること等を目的とした委員会に文学部の竹内敬子教授が副委員長として参加していま

す。 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

武蔵野市情報公開委員会 情報公開の推進に関する事項について審議する委員会に渡邉一衛名誉教授が委員長と

して参加しています。 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

武蔵野市第 10期環境市民会議 市の環境の保全に関する基本的事項を調査・審議するための常設の会議に理工学部の

三浦正志教授・小川隆申教授が参加しています。 

武蔵野市環境部 

環境政策課 

武蔵野市廃棄物に関する市民会議 武蔵野市における資源再利用、廃棄物発生抑制・減量などを協議する会議に、経済学部

の田口誠教授が委員として参加しています。 

武蔵野市環境部 

ごみ総合対策課 

武蔵野市ごみ収集の在り方等検討委員会 経済学部の田口誠教授が副委員長として参加しています。 武蔵野市環境部 

ごみ総合対策課 

武蔵野市緑の基本計画検討委員会 緑地の保全および緑化の推進に関する基本計画を策定するため、現行計画の検証や改定

を協議・調査する委員会に経済学部の小田宏信教授が委員として参加しています。 

武蔵野市環境部 

緑のまち推進課 

武蔵野市健康福祉総合計画・地域リハ

ビリテーション推進会議 

武蔵野市健康福祉総合計画事業の執行状況等に関する意見交換のための会議に文学部

の渡邉大輔准教授が委員として参加しています。 

武蔵野市健康福祉部 

地域支援課 

武蔵野市第 3期健康福祉総合計画・第 5 文学部の渡邉大輔准教授が副委員長として参加しています。 武蔵野市健康福祉部 
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事業名 内容 提携先 

期地域福祉計画策定委員会 地域支援課 

武蔵野市地域包括ケア推進協議会 地域包括支援センターおよび地域密着型サービスの適切な運営を図り、生活支援体制の

整備・地域包括ケア推進について審議する協議会に、文学部の渡邉大輔准教授が委員と

して参加しています。 

武蔵野市健康福祉部 

高齢者支援課 

武蔵野市シニア支え合いポイント制度

推進協議会 

65 歳以上の市民を対象とした、協力施設・団体が定めた活動への参加でポイントを獲

得し寄付やギフト券等に還元することができる制度を推進する協議会に文学部の渡邉

大輔准教授が委員として参加しています。 

武蔵野市健康福祉部 

地域支援課 

第 5期武蔵野市子どもプラン推進地域

協議会 

子どもの保護者その他子ども子育て支援に係る当事者の意見聴取の場である協議会に

文学部の見城武秀教授が委員として参加しています。 

武蔵野市子ども家庭部 

子ども政策課 

武蔵野市特定非営利活動法人補助金審

査会 

武蔵野市に事務所を置く NPO 法人に対する補助金交付をサポートする審査会に文学部

の川村陶子教授が委員として参加しています。 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

武蔵野市教育委員会 渡邉一衛名誉教授が委員として参加しています。 武蔵野市教育委員会 

武蔵野市小中一貫教育あり方懇談会 文学部の渡邉大輔准教授が副会長として参加しています。 武蔵野市教育委員会 

武蔵野市社会教育委員 文学部の竹内敬子教授が社会教育委員として参加しています。 武蔵野市教育委員会 

武蔵野市行政不服審査会 法学部の原昌登教授が委員として参加しています。 

委員任期：2018年 4月 1日～2020年 3月 31日 

武蔵野市市民部 

市民活動推進課 

武蔵野市自治基本条例（仮称）に関する

懇談会 

これまで培われてきた武蔵野市の市民参加の歴史・原則を基盤に、議会と市長の役割の

明確化およびこれからの武蔵野市にふさわしい自治のあり方の追究を目指し、武蔵野市

自治基本条例（仮称）の骨子案について検討するための懇談会に、法科大学院の新村と

わ教授が委員として参加しています。 

武蔵野市統合政策部 

企画調整課 

武蔵野市空家等対策計画（仮称）検討委

員会 

特別措置法の規定により策定する武蔵野市の空家等対策計画（仮称）について検討する

第三者委員会に、経済学部の井出多加子教授が委員長として参加しています。 

武蔵野市都市整備部 

住宅対策課 

武蔵野市自殺対策計画(仮称）策定委員

会 

武蔵野市の「自殺対策計画」策定について検討する委員会に、文学部の澁谷智子准教授

が副委員長として参加しています。 

武蔵野市健康福祉部 

健康課 

武蔵野市テンミリオンハウス事業採 地域の人材・建物等の社会資源を活用し、地域の実情に応じた福祉活動を実施する「テ 武蔵野市健康福祉部 
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事業名 内容 提携先 

択・評価委員会 ンミリオンハウス事業」の採択・評価委員会に、文学部の澁谷智子准教授が委員として

参加しています。 

高齢者支援課 

東京 2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会等に向けた武蔵野市実行委

員会 

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会およびラグビーワールドカップ 2019

に向けた様々な取り組みを市民と共に推進し、将来に活かすために設置された実行委員

会に副委員長として本学の北川浩学長が、各種分科会委員として境広志教授（法学部）・

伊藤克容教授（経済学部）・竹内敬子教授（文学部）が参加しています。 

武蔵野市統合政策部 

企画調整課 

吉祥寺グランドデザイン改定委員会 策定から 10 年経過した「吉祥寺グランドデザイン」の改定を検討する委員会に、経済

学部の井出多加子教授が幹事会委員として参加しています。 

武蔵野市都市整備部 

吉祥寺まちづくり事務所 

出張授業「理科・土地のつくりと変化」

の単元に関する授業 

小学校 6 年生向けの出張授業で、理工学部の宮下敦教授が講師を務めています。 武蔵野市立第三小学校 

小金井市市民参加推進会議 文学部の渡邉大輔准教授が副委員長として参加しています。 小金井市企画財政部 

企画政策課 

三鷹市個人情報保護審査会 実施機関が行った個人情報の処理に関する苦情や、個人情報に係る決定に対する請求者

からの不服申立てについて、公平な立場で審査する救済機関として設置された審査会に

法科大学院の新村とわ教授が委員として参加しています。 

三鷹市総務部     

相談・情報課 

三鷹市情報公開審査会 実施機関が行った非公開や一部公開決定等に対する請求者から不服の申立てについて、

公平な立場で審査する救済機関として設置された審議会に法科大学院の新村とわ教授

が委員として参加しています。 

三鷹市総務部     

相談・情報課 

株式会社ジェイコム武蔵野三鷹放送番

組審議会 

文学部の見城武秀教授が委員として参加しています。 

委員任期：2018年 4月 1日～2019年 3月 31日 

株式会社ジェイコム武蔵

野三鷹 

NPO法人むさしのみたか市民テレビ局 

番組審議会 

文学部の見城武秀教授が委員として参加しています。 

委員任期：2018年 4月 1日～2019年 3月 31日 

NPO法人むさしのみたか市

民テレビ局 

武蔵野市スポーツ推進委員 文学部および経済学部の学生（各 1 名）が委員として参加しています。 

委員任期：2018年 4月 1日～2020年 3月 31日 

武蔵野市教育部 

生涯学習スポーツ課 

 

 


